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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
大
い
な
る
自
然
の
中
で

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
７
９
９
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
茶
川
竜
之
介

【
あ
ら
す
じ
】

　
地
球
で
は
な
い
星
。
そ
こ
に
は
、
人
に
よ
く
似
た
生
き
物
が
大
自
然
の
一
部

と
し
て
生
き
て
い
た
。

人
の
よ
う
に
能
力
は
低
く
な
く
、
並
の
獣
の
力
を
持
っ
て
い
た
。

が
し
か
し
、
ガ
グ
ル
ス
と
言
う
凶
暴
な
肉
食
獣
が
彼
ら
の
天
敵
で
あ
っ
た
。

１
０
に
な
っ
た
少
年
は
、
成
人
の
儀
式
を
行
い
。
戦
士
に
な
り
、
村
の
為
に
戦

い
。
村
を
守
る
。

１
０
に
な
っ
た
少
女
は
、
成
人
の
儀
式
を
行
い
。
戦
士
に
な
る
物
は
な
り
、
あ

る
物
は
村
の
子
供
を
ま
も
る
。
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そ
ん
な
中
、
主
人
公
の
少
年
は
、
あ
る
と
き
ガ
グ
ル
ス
に
目
を
や
ら
れ
て
し
ま

い
。
剣
士
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
。

だ
が
、
昔
か
ら
志
し
て
い
た
医
者
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

こ
れ
は
、
元
々
書
い
て
い
た
小
説
を
書
き
直
し
元
々
書
こ
う
と
し
て
い
た
ル
ー

ト
へ
と
戻
し
た
物
で
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

地
球
で
は
な
い
星
。
そ
こ
に
は
、
人
に
よ
く
似
た
生
き
物
が
大
自
然
の
一
部
と

し
て
生
き
て
い
た
。

人
の
よ
う
に
能
力
は
低
く
な
く
、
並
の
獣
の
力
を
持
っ
て
い
た
。

が
し
か
し
、
ガ
グ
ル
ス
と
言
う
凶
暴
な
肉
食
獣
が
彼
ら
の
天
敵
で
あ
っ
た
。

１
０
に
な
っ
た
少
年
は
、
成
人
の
儀
式
を
行
い
。
戦
士
に
な
り
、
村
の
為
に
戦

い
。
村
を
守
る
。

１
０
に
な
っ
た
少
女
は
、
成
人
の
儀
式
を
行
い
。
戦
士
に
な
る
物
は
な
り
、
あ

る
物
は
村
の
子
供
を
ま
も
る
。

そ
ん
な
中
、
主
人
公
の
少
年
は
、
あ
る
と
き
ガ
グ
ル
ス
に
目
を
や
ら
れ
て
し
ま

い
。
剣
士
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
。

だ
が
、
昔
か
ら
志
し
て
い
た
医
者
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
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隣
村

「
よ
！
ア
ロ
ー
ン
。
」

「
レ
オ
。
戻
っ
て
き
た
か
！
」

「
お
前
が
言
っ
て
た
通
り
に
す
れ
ば
う
ま
く
剣
を
使
え
た
」

「
そ
り
ゃ
良
か
っ
た
。
」

「
し
か
し
、
こ
の
剣
は
慣
れ
る
の
が
難
し
い
な
・
・
・
」

「
言
っ
た
だ
ろ
…
良
い
も
の
ほ
ど
癖
は
大
き
い
」

「
そ
う
だ
っ
た
な
・
・
・
。
」

僕
は
大
柄
な
友
人
に
剣
の
使
い
方
を
教
え
て
い
る
。

僕
は
村
の
中
で
も
か
な
り
小
柄
だ
。

今
思
え
ば
、
よ
く
剣
士
を
や
っ
て
い
た
。

今
で
は
、
弓
を
使
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
猟
へ
行
く
よ
り
も

医
者
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

「
ま
た
、
教
え
て
く
れ
よ
！
」

「
分
か
っ
た
。
」

こ
の
世
界
で
は
獣
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
僕
は
獣
人
の
小
さ
い
村
の
一
員
だ
。

そ
し
て
、
医
者
で
も
あ
る
。
獣
人
は
凶
暴
な
生
物
。

ガ
グ
ル
ス
と
は
、
凶
暴
な
生
物
で
肉
食
系
の
も
の
を
指
す
。

草
食
系
の
生
物
は
モ
ン
ス
タ
ー
と
呼
ぶ
。

獣
人
は
、
森
の
中
に
村
を
作
る
。
住
居
は
木
の
上
か
、
木
の
下
に
穴
を
掘
る

そ
し
て
、
半
獣
化
が
可
能
で
半
獣
化
す
る
と
戦
闘
能
力
が
上
が
る
。
し
か
し
、

使
い
こ
な
す
に
は

か
な
り
の
訓
練
が
必
要
だ
。

・
・
・
。
薬
を
作
り
終
え
、
僕
は
眠
り
に
つ
い
た
。

・
・
・
・
。

「
ド
ン
ド
ン
！
」

誰
だ
・
・
・
こ
ん
な
時
間
に
・
・
・
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「
は
い
」

「
ア
ロ
ー
ン
！
隣
の
村
が
ガ
グ
ル
ス
に
襲
わ
れ
て
い
る
！
」

「
え
・
・
・
。
」

「
行
く
ぞ
！
」

「
分
か
っ
た
。
準
備
を
す
る
。
」

ま
ず
、
カ
バ
ン
に
薬
を
入
れ
る
。
そ
し
て
、
弓
を
肩
に
か
け
る
。

そ
し
て
、
矢
の
束
を
腰
に
つ
け
る
。

獣
人
の
着
て
い
る
服
は
袋
に
、
穴
を
あ
け
た
様
な
も
の
だ
。

「
行
き
ま
し
ょ
う
！
」

「
急
ぐ
ぞ
！
」

僕
と
レ
オ
は
隣
の
村
へ
と
走
っ
た
。

・
・
・
・
。
ひ
ど
い
な
・
・
・

「
既
に
半
獣
化
出
来
る
人
が
戦
っ
て
る
み
た
い
だ
け
ど
・
・
・
」

「
小
型
の
ガ
グ
ル
ス
み
た
い
だ
」

僕
は
足
跡
を
見
て
言
う
。

「
え
？
？
？
」

「
こ
れ
ぐ
ら
い
分
か
ら
な
い
と
・
・
・
し
か
も
、
群
れ
で
襲
っ
て
る
み
た
い
だ
。

」「
そ
う
な
ら
、
急
い
で
住
民
を
誘
導
か
・
・
・
」

「
そ
う
！
急
ご
う
！
」

村
に
入
る
と
、
す
で
に
か
な
り
の
木
が
燃
え
て
い
る
。

「
誰
か
居
ま
せ
ん
か
？
」

レ
オ
は
叫
ん
で
い
る
。

僕
は
村
の
奥
の
方
へ
進
む
。

弓
に
矢
を
携
え
・
・
・

半
獣
化
し
て
る
人
？

あ
・
・
・
戻
っ
た
・
・
・
。

ケ
ガ
人
か
・
・
・

僕
は
駆
け
寄
る
。
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「
グ
ル
ル
ル
ル
・
・
・
」

「
ガ
グ
ル
ス
！
」

ケ
ガ
人
の
近
く
か
！
！
僕
は
弓
を
構
え
る
。

こ
う
い
う
時
に
ろ
く
に
練
習
し
て
い
な
い
事
を
悔
や
ん
で
し
ま
う
。

矢
を
も
っ
て
い
る
手
を
放
つ
。

矢
が
放
た
れ
、
ガ
グ
ル
ス
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
行
く
。

ガ
グ
ル
ス
は
ケ
ガ
人
に
と
ど
め
を
刺
す
寸
前
で
矢
が
刺
さ
り

動
き
が
止
ま
る
。

僕
は
動
き
が
止
ま
っ
た
の
を
見
て
、
弓
に
矢
を
携
え
、

弦
を
引
っ
張
る
。
そ
し
て
、
一
気
に
ケ
ガ
人
に
近
づ
い
て
、
ガ
グ
ル
ス
に
と
ど

め
を
刺
す
。

「
女
の
子
？
」

僕
は
怪
我
へ
の
応
急
処
置
を
し
て
、
布
で
彼
女
を
包
ん
で
背
負
う
。

「
ア
ロ
ー
ン
！
」

「
ど
ー
し
た
！
レ
オ
！
」

「
退
く
ぞ
！
！
」

「
分
か
っ
た
。
」

僕
は
村
か
ら
女
の
子
を
背
負
っ
て
逃
げ
た
。
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保
護

僕
は
家
に
帰
る
と
、
ケ
ガ
人
の
対
応
を
し
た
。

い
つ
の
ま
に
か
、
朝
に
な
っ
て
い
た
。

「
こ
ん
な
時
間
か
・
・
・
。
」

背
伸
び
を
す
る
。
眠
た
い
・
・
・
で
も
今
は
眠
れ
な
い
・
・
・

ベ
ッ
ト
で
は
・
・
・
。

・
・
・
・
・
。

「
お
～
い
・
・
・
」

「
ガ
バ
ッ
！
！
・
・
・
。
お
は
よ
う
」

「
お
は
よ
う
・
・
・
っ
て
大
丈
夫
か
？
」

「
ま
ぁ
ま
ぁ
・
・
・
。
そ
う
だ
・
・
・
薬
を
作
ら
な
く
て
は
・
・
・
」

「
薬
草
集
め
は
し
と
い
た
。
」

「
あ
…
あ
り
が
と
う
」

「
し
か
し
・
・
・
新
人
の
医
者
な
の
に
大
変
だ
ね
」

「
ま
ぁ
・
・
・
仕
事
だ
し
」

頭
を
か
き
な
が
ら
言
う
。

し
か
し
・
・
・
耳
も
か
ゆ
い
な
・
・
・

「
弓
の
使
い
方
・
・
・
教
え
る
わ
」

「
す
ま
ん
な
～
」

そ
し
て
、
１
時
間
ぐ
ら
い
レ
オ
か
ら
弓
の
事
を
レ
ク
チ
ャ
ー
さ
れ
た
。

な
ぜ
こ
ん
な
に
、
弓
の
事
を
知
っ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
も
と
も
と

レ
オ
は
弓
を
使
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

体
格
の
良
さ
も
遭
っ
て
、
今
で
は
剣
士
だ
が
。

そ
し
て
、
レ
オ
は
時
間
を
見
る
と
そ
そ
く
さ
と
帰
っ
て
行
っ
た
。

な
ん
か
あ
っ
た
の
か
・
・
・

「
さ
て
、
薬
を
作
る
か
・
・
・
」

薬
草
を
す
り
潰
し
た
り
、
調
合
を
し
た
り
と
す
る
う
ち
に
夜
に
な
っ
て
い
た
。
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「
こ
ん
な
時
間
か
・
・
・
ご
は
ん
に
す
る
か
～
」

僕
は
後
ろ
の
方

ベ
ッ
ト

を
見
る
と
、
こ
っ
ち
を
見
て
る
人
が
い
る
・
・
・
。

「
チ
ョ
…
調
子
は
？
」

「
…
。
あ
ん
た
誰
？
」

「
医
者
で
す
。
君
を
保
護
し
て
、
治
療
し
た
。
」

「
・
・
・
・
。
エ
レ
ン
・
・
・
」

「
え
？
」

「
私
は
エ
レ
ン
。
」

「
え
・
・
・
え
ー
っ
と
僕
は
ア
ロ
ー
ン
で
す
。
よ
ろ
し
く
」

手
を
出
し
て
み
る
。
握
り
返
さ
れ
、
ほ
っ
と
す
る
。

僕
は
そ
の
後
ご
は
ん
を
作
り
、
彼
女
に
渡
す
。

「
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
・
。
」

「
あ
の
さ
・
・
・
」

「
な
に
？
」

ス
ー
プ
を
飲
む
。

「
・
・
・
お
い
し
い
・
・
・
」

「
あ
り
が
と
う
」

パ
ン
を
か
じ
り
、
僕
は
薬
草
を
ま
た
、
す
り
潰
し
た
り
す
る
。

奥
の
部
屋
で
太
い
本
を
と
り
、
開
く
。

「
熱
す
る
の
か
・
・
・
」

薬
草
を
熱
し
な
が
ら
、
後
ろ
を
見
る
。

「
エ
レ
ン
は
剣
士
で
す
か
？
」

「
え
？
あ
・
・
・
う
ん
・
・
・
。
」

「
そ
う
で
す
か
。
半
獣
化
で
き
る
と
は
、
ス
ゴ
い
で
す
ね
」

「
え
・
・
・
半
獣
化
？
」

「
し
て
い
ま
し
た
よ
。
」

「
本
当
に
・
・
・
？
」
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「
半
獣
化
し
た
記
憶
が
な
い
み
た
い
で
す
ね
・
・
・

で
も
、
よ
く
あ
る
事
で
す
。
本
能
的
に
な
っ
た
ん
で
す
か
ね
」

「
へ
ぇ
・
・
・
」

「
歳
は
い
く
つ
で
す
か
？
」

「
１
６
・
・
・
」

「
そ
う
で
す
か
・
・
・
」

「
ア
ロ
ー
ン
は
？
」

「
１
６
で
す
・
・
・
。
」

多
分
、
身
長
が
僕
よ
り
高
い
の
か
・
・
・

変
な
事
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
つ
つ
、
薬
の
準
備
を
す
る
。

「
薬
を
塗
り
ま
す
の
で
、
起
き
て
く
だ
さ
い
。
」

エ
レ
ン
は
起
き
上
が
る
。

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
・
・
・
」

エ
レ
ン
止
め
る
。

「
な
ん
で
す
か
？
」

「
・
・
・
見
た
の
？
」

「
ま
ぁ
・
・
極
力
見
な
い
よ
う
に
は
し
ま
し
た
が
・
・
・
」

「
分
か
っ
た
・
・
・
。
」

「
そ
れ
じ
ゃ
、
薬
を
塗
り
ま
す
ね
。
」

ま
ず
は
背
中
。
ぱ
っ
く
り
と
大
き
な
キ
ズ
が
あ
る
。
で
も
、
こ
れ
は
浅
い
方
だ
。

次
に
左
腕
。
骨
折
し
て
い
る
み
た
い
だ
。

各
所
の
処
置
を
し
て
、
あ
た
ら
し
い
包
帯
を
巻
く
。

「
・
・
・
左
目
ど
う
し
た
の
？
」

「
左
目
で
す
か
？
ガ
グ
ル
ス
に
や
ら
れ
て
、
開
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

１
年
前
で
す
が
、
そ
の
時
は
剣
士
で
し
て
・
・
・
」

「
そ
れ
じ
ゃ
、
弓
は
最
近
始
め
た
の
？
」

「
そ
う
で
す
ね
。
」

「
使
っ
て
た
・
・
・
」

「
も
う
寝
て
く
だ
さ
い
。
す
っ
か
り
夜
は
深
け
ま
し
た
。
」

僕
は
暖
炉
の
前
の
イ
ス
に
腰
を
掛
け
、
眠
り
に
入
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

大いなる自然の中で
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Ｄ
Ｆ
小
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